
大項目 中項目 小項目

機器環境

利用者の操作（ユーザー登録・予約・各種便利機能、以下、予約等）機器環境は以下に対応すること。

・電話、アプリ、Web、LINEから予約等が可能なこと

・電話は有人電話受付の他、自動音声による電話オペレーターを介さず直接予約等が可能なこと

・アプリはスマートフォンアプリとしiOSとAndroid双方に対応し予約等が可能なこと

・WebはPCからGoogle Chrome等のブラウザを介し予約等が可能なこと

・鞍手町LINE公式アカウントを起動し外部サイトに移管せず予約等が可能なこと

・管理者側の操作（管理システム・電話受付予約システム）機器環境は以下に対応すること

・指定のWebURLにアクセスすることで利用可能とすること

・WebはPCからGoogle Chrome等のブラウザを介し操作可能であること

・乗務員の操作（ドライバー）機器環境は以下に対応すること

・ドライバー専用アプリで利用可能とすること

・ドライバー専用アプリはタブレット（iOSかAndroidのいずれかに対応）すること

・タブレット端末は無線通信が可能なセルラーモデルとすること

〇

ネットワーク環境

利用者側環境：インターネットで動作すること

管理者・乗務員側環境：インターネットで動作すること

インターネット上の通信経路においては暗号化を行うこと

〇

アプリサービスの場合、サービスにおいて登録されるデータは、デバイス内には情報は保有せず、サービス提供クラ

ウド環境（データセンター内）でデータを保有すること
〇

データのバックアップに関して複数の保管先を確保し、週次で４世代保有すること 〇

スマートフォンの端末故障時や機種変更時のデータ引継ぎがリアルタイムで実施されていること 〇

サービス提供時間 原則、24時間365日利用可能とすること。ただし、保守等の予定された停止については、この限りではない 〇

ライセンス・ユーザ数等 利用者側ユーザ数 利用者側アカウントライセンスが必要となる場合は、利用者ユーザー数として10万アカウント以上対応すること 〇

管理者側ユーザ数
管理者側アカウントライセンスが必要となる場合は、利用者ユーザー数として特権ユーザー10アカウント以上、一般

ユーザー10アカウント以上対応すること
〇

デザイン・操作性 デザイン 表示画面上の項目配置や色使い等、誰もが直感的に利用しやすいユニバーサルなデザインとすること 〇

操作性 表示画面上の項目配置や色使い等、年配者にも操作がわかりやすいような画面設計がされていること 〇

視覚障害者支援
サービスを円滑に利用するためのユーザ補助機能として、次のような機能を具備していること。

・各種機能をショートカットキーにより利用できる機能
○

多言語対応 英語表記に対応すること ○

情報セキュリティ
個人情報・情報セキュリ

ティの遵守
個人情報保護法及び鞍手町個人情報保護条例、鞍手町セキュリティポリシーを遵守すること 〇

システムログ エラー情報の把握やUI/UXの改善に必要となるログ情報を取得すること 〇

アクセス・操作ログ 管理システムのアクセスログ・操作ログを取得すること 〇

機能分類体系

要件

モデル仕様書・要件定義

データ管理

別添１　運行システム要件

共通事項

サービス提供環境
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機能分類体系

要件
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る機能

必須

機能

不正プログラム対策

システム（サービス）の稼働環境及び開発・テスト環境においては、コンピュータウィルス等不正プラグラムの侵入

や外部からの不正アクセスが起きないよう対策を講じるとともに、それら対策で用いるソフトウェアは常に最新の状

態に保つこと

〇

システム（サービス）の稼働環境及び開発・テスト環境で用いるOSやソフトウェアは、不正プラグラム対策に係る

パッチやバージョンアップなど適宜実施できる環境を準備すること
〇

その他セキュリティ対策 個人情報の保護に配慮するなど、利用者が安心して利用できる対策を実施していること 〇

サービス終了時・契約満了時

等の対応
保有データの提供

サービス開始後に利用者が入力した情報及び発注者が登録した情報のうち、発注者の情報管理権限を有する情報につ

いては、契約終了後全て抽出し発注者に提供すること
〇

保有データの消去等
サービスを終了若しくはサービス利用契約終了後は、保有データの提供ののち、速やかにシステムから消去するこ

と。消去においては、復元不可能な状態にすること
〇

オプトアウト対応 利用者からの申し出により、当該利用者に関する情報を全部または一部削除できる機能 〇

利用規約等 利用規約への同意
サービスの初回利用時やサービスに重要な変更を行った際には、利用者に利用規約の内容を提示し、確認（同意）を

とることができること
〇

自動取得情報への同意
機器の個体番号やGPS位置情報等、利用者がサービスを利用した場合に自動的に取得する情報を明示するとともに、

それら情報取得について同意をとることができること（利用規約の確認に含む場合は不要）
〇

プライバシーポリシー プライバシーポリシーを表示すること 〇

問合せ機能 ー サービス内の問い合わせフォームなどから、問い合わせを行うことができること ○

統計機能 ー
システム・サービスの運用状況や利用状況をリアルタイムで集計する機能

例：登録者数、利用者数、平均待ち時間、アプリ予約割合　など
〇

関係法規制への対応 ー
サービスの稼働、運用・提供に関係する関係法規制を遵守するとともに、常に最新動向を把握し、適宜必要な見直

し・改善を実施すること
〇

著作権 ー
第三者が権利を有している画像等を使用する場合は、事前に権利者から二次利用を含めた使用の許諾を得た上で、必

要となる一切の手続き及び使用料の負担等は受託者が行うこと
〇

管理情報
利用者は、以下の情報を登録し利用登録を行えること

（例）氏名、住所、生年月日、電話番号、メールアドレスなど
〇

アプリでのユーザー登録時には、SMS認証等の本人確認を実施し、パスワードの設定が不要なこと 〇

LINEでのユーザー登録では、LINE IDと連携することで新たな IDやパスワードの設定・入力が不要なこと ○

利用者自身がアプリ上でアカウント情報の修正・停止（廃止）を行えること 〇

管理者が利用者のアカウント情報を確認・停止（廃止）、削除ができること 〇

運行管理側アカウント管理
以下の情報を登録し、管理者アカウント（運行管理者・ドライバー）を作成できること

（例）所属名、車両、名前　など
〇

運行管理者が、ドライバーIDを発行することができること

※管理者の依頼による受託者等の作業も含む
〇

アカウント設定方法・認

証方法
ID・パスワードによるログインが可能なこと 〇

利用者アプリ（WEB）機能 乗降地点、乗車人数、乗車希望時間を指定して予約することができること 〇

利用者が指定した出発地・目的地から、システムが乗降地点を指定できること 〇

利用者側アカウント管理
アカウント設定方法・認

証方法

アカウント情報の修正・

停止（廃止）

管理情報

配車予約機能

共通事項

資格管理

利用者向け機能

■類型毎に異なる機能要件
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地図表示から乗降地点の指定が行えること ○

登録した乗降地点や過去の利用履歴から、乗降地点の選択が可能なこと ○

予約状況の確認、乗降地点の確認ができること 〇

予約のキャンセルができること 〇

運行状況確認 予約した車両の位置情報をアプリ上（Web上）で確認することができること ○

オンライン決済機能
利用料金の支払いについて、予約時に事前支払い又は乗車時支払いを選択できること。また、事前支払いを選択した

場合は、オンライン決済ができること
○

お知らせ受信 予約日時のリマインドや車両到着などの通知を受信できること ○

運行計画 運行計画の作成
各車両は相乗りで運行されるものとし、運行範囲内におけるAIを活用した効率的な配車、自動ルートの生成が可能で

あること。また、予約の追加やキャンセルに応じ、運行計画を自動で修正することができること
〇

運行条件の設定 運行範囲を設定することができること 〇

道路の通行止め情報等の運行不可道路を登録し、通行止め区間の迂回時間を踏まえた配車計画が作成できること

また特定の停留所の利用の一時停止・移動を可能とすること
〇

発着位置 指定位置乗降型 乗降地点の登録/変更/削除ができること 〇

任意位置乗降型 利用者が指定する任意の地点からの乗降を可能とすること 〇

配車予約 配車予約 予約受付方法は「即時予約」「事前予約」方式の双方に対応すること 〇

自動音声電話受付・スマートフォン・パソコンからの予約は、利用者の操作のみで受付が完了すること 〇

利用者の希望条件で予約できない場合は、希望時間近くの空き状況を案内すること 〇

予約をもとに決定した配車データを即時に、管理システム及びドライバー用システムへ共有できること 〇

お知らせ通知 予約日に予約内容をリマインド通知が可能であること 〇

車両の到着を通知することができること 〇

スマートフォンの利用者以外へのお知らせ通知が可能であること

（例）メールによる通知、電話番号への自動音声通知　など
○

乗降場所及び運行ルートなどをナビゲーションする機能があること 〇

各乗降地点の乗客を確認することができること 〇

予約キャンセルがあった場合にドライバーへ通知できること 〇

ドライバーへの通知を音声で行う機能があること ○

乗降時に、乗客を確認し記録できること 〇

乗客の料金や支払い方法（現金・回数券・オンライン決済など）などを記録できること ○

事前にオンライン決済されている場合は、決済済であることを表示できる機能を有すること ○

事前にオンライン決済されていない場合は、現金や交通系ICカードなどで、バス車内で運賃を支払えること 〇

事前にオンライン決済されていない場合におけるバス車内での運賃支払い方法として、QRコード決済等のキャッシュ

レス決済にも対応できること
〇

運行に遅延が発生している場合に、乗車予定者に遅延を通知することができること ○

乗車予定者が予約時間に乗降地点に現れずに発車した場合、通知することができること ○

電話で受け付けた予約内容を利用者自身ではなく管理者等によりシステムへ代理で登録することができること 〇

予約を連続して登録する際に入力情報を流用できること 〇

予約を受け付ける時間帯を各車両に設定できること 〇予約機能

配車予約機能

利用者向け機能

運行支援

通知・連絡機能

電話による予約受付

予約受付・確認

ドライバー向けアプリ機能ドライバーアプリ機能

管理システム

配車システムの機能
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モデル仕様書・要件定義
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る機能
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予約状況の一覧を表示できること 〇

予約のキャンセルが可能であること 〇

運行計画 各車両の運行計画が一覧で表示できること 〇

運行計画は、地図画面上でルート表示ができること 〇

車両管理 登録車両の一覧を表示し、登録・変更・削除ができること 〇

統計機能 運行実績の集計 運行実績を随時確認でき、CSV等のファイル形式でダウンロードすることができること 〇

連絡・通知機能 連絡・通知機能 利用者へのお知らせを配信することができる機能 〇

利用料設定等 利用料金設定 利用者の属性等により、利用料金を設定することが可能なこと ○

他のMaaSアプリとの連携が可能なシステムであること 〇

専用アプリ以外に、SNSアプリ等から予約ができること 〇

回数券・クーポン券 回数券や定期券、デジタルクーポンなどを発行し、運用することができること ○

予約機能

サービス連携

予約受付・確認

運行計画（ルート）
管理システム

外部サービスとの連携 システムの拡張性


